
○概　評

①非該当とした項目について

　　3.就労支援事業所の固有のサービスについては、就労支援事業所でないため非該当にした。

②独自に必要と思われる評価項目等

　　・職員に必要な救急法の研修をおこなう必要がある。

　　・災害時や感染症など、様々な状況を想定し、対策や対応の検討や訓練などを行う必要がある。

　　・利用者さんの休日が豊かになるような活動を取り入れていく必要があります。特に、夏季休暇や

　　　年末年始などの長期休暇の際は、外出活動や室内行事など検討していきたい。

　　・ホームでの生活について、利用者さんやご家族に支援や生活環境などに関する満足度を聞き取る

　　　機会を設けていきたい。

③項目評価を通じて気づいた点など

　　介助方法など、職員間で共有していてもマニュアルまで作成していないものが多数あると感じた。

　　基本的なこととしてマニュアルは作成しておき、それを活用していくことで、介助方法など、介助者

　の混乱を最小限にできればと思う。

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入
してください。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題

新規
継続
終了

汚れや破損のため着替えた場合の記録方法 終了

薬物の使用に誤りがあった場合の対応マニュアル 継続

預り金についての取り扱い（小遣い） 継続

事故、急病を想定した訓練 継続

救急法の研修の実施 継続

継続

継続

新規

　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項目
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）
内容および進捗状況

４－（４）－②－１ ２０２５．４～２０２６．３

４－(７)－③－３ ２０２６．４～２０２７．３

４－(１１)－①－１ ２０２６．４～２０２７．３

８－(２)－①－３ ２０２６．４～２０２７．３

８－(２)－①－７ ２０２６．４～２０２７．３

４－(8)－①－1
話し合いやアンケート等を通じて利用者の
意向を把握

２０２６．４～２０２７．３

７－(１)－③－１
他事業所の見学や交流など、意見交換を通じて
研修をおこなう。

２０２６．４～２０２７．３

４－(２)－①－１
安全やプライバシーの保護を含め、入浴介助や
支援・助言方法についてのマニュアル

２０２６．４～２０２７．３
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